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Zygnemalesの新分類法，新宮分類法の比較，結果等 28頁からな り， 8表&.ぴ2闘を含ん

でいる。

接合言語類 (Conjugatae)，(俸に鼓iWi類(Desmids)は以前 には主として形態接的性質に

依って分類されて来た。然し， 著者は接合子 (Zygospore)の生ずる位置， 配偶子の分裂

の4程式等によって分類することによれ この紛の系統後生撃的過程も知られる として新し

ν、分類法を提J1gし之を “Cross-checkmethod"と呼んだ。

この方法によれば接合訴は4群に分けられる。 j![Jち，飢{周子の中に接合子の生ずるも

の (Endozygospore11宇，之を Aとする)，配偶子のタ卜部に生ずるもの (Exozygospore1洋，

B)， &.び，配偶子の接合の1時，配偶子は系JlJIJ包*(semi-c巴11)に分裂しないもめ(Undivided

llt， a)細胞牟に分裂するもの(Divided群， b)の411手である。更にこの41船主 2，3<D性質

で細分されている。之を系統的に見ると Bとbの組合わせは Aとaとの組合わせ よりも

種k<D黙でより夏〈 進んだものであると云う。

之等の在日現hから著者は zy抑制nalese:;，中に4新族 (tl'ibe)，Mougeotieαe， Z ygogon-
Uαe， Zygnernea.e， &.ぴ Spirogyreaeを作った。鼓若草類には以前には2科が知 られてい

たが著者は Closteriaceαe，Hyalotheceαe， Cosmαriαceaeむ 3新科を加え，叉 8新族，

Spirotωnieae， M esotaem:eαe， Hyalotheceαe， Gyrnnozygeαe， Decidieαe， Sphαero-

zos?neαe， Cosrnαγieae &.ぴ Euαstγeaeをこの中に入れた。そして，科，族¢排列は Aa

から種々強化 して Bbに至るまでの系統溌生の段階を考えて行われてU、る。

4寺に Hyalothecα，Spondylos飢 m，Desrnid仰 rn及び Gyrnnozygα の 4底は Co・
srnar・iU?n(ツ グミモ)より高等とされていたが，著者は色キな熱からツグミモrn<D下に之
等の鹿を置き，Royαも叉主主令子の性質等により Closteγ'iurn(ミカグキモ廊)の近くにお

いている。 (阪弁奥定、機 北大理1l!1弘前t織物準教室)
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